
 

 

 

 

 

 早いもので今年も残り僅かとなりました。冬休み中は夜更かしや朝寝坊をしてしまいがちです。生活のリ

ズムが崩れると休み明けにだるさや眠気がとれず朝起きられないことがあります。寒くて布団から出るのが

つらい季節ですが、冬休み中も早起きをして朝ごはんをしっかり食べるよう御家庭でも声かけをお願いいた

します。 

 

新しい年の初めに、健康や家族の幸せを願う～おせち料理～ 

 

「おせち料理」は縁起が良いとされる食材を使った料理を重箱に詰めたものです。元々は季節の変わり目で

ある節句の日に豊作の感謝を込めて、神様に収穫物をお供えした「御節供（おせちく）」が由来といわれて

います。節句ごとに食べていましたが、1年の始まりであるお正月に食べる料理として特に重要視されまし

た。 

 

○紅白なます  →大根とにんじんがお祝いの水引のように紅白の色であることからお祝いの席に並べら

れるようになりました。 

○栗きんとん  →きんとんは漢字で「金団」と書きます。これは財宝の意味があり、豊かな生活が送れま

すようにと願いが込められています。 

○黒豆     →黒は魔除けの色であると同時に、「健康で豆に働けるように」という願いが込められて

います。 

○紅白かまぼこ →かまぼこはその形から日の出を表すおめでたい食べ物です。かまぼこの赤は「魔除け」、

白は「清浄」を意味しています。 

 

 

 

 

手洗いは洗い残しに気をつけて 

 

冬は、ノロウイルスによる感染症やインフルエンザなどが多く発生します。手洗いは、これらの 

感染症を予防する有効な手段です。 

しかし、せっけんを使ってもしっかりと手を洗わないとウイルスが残り、手を通して口から体の 

 中に入って、感染につながる場合があります。指先や爪、手首、指の間などは洗い残しが多いので、 

せっけんを使ってていねいに手を洗うよう心がけてください。 

   また、洗い方によって、手に残るウイルスの数は変わってきます。洗う前の 

手には約１００万個のウイルスがついていますが、せっけんで１０秒間洗って 

15秒間流水ですすぐと数百個になります。同じ事を２回繰り返した場合では 

数個にまで減ることがわかっています。 

 

令和４年１２月２３日 
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１ 適切
てきせつ

な栄養
えいよう

の摂取
せっしゅ

による健康
けんこう

の保持
ほ じ

増進
ぞうしん

を図
はか

ること。 

２ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

における食事
しょくじ

について正
ただ

しい理解
り か い

を深
ふか

め、健全
けんぜん

な食生活
しょくせいかつ

を営
いとな

むことが

できる判断力
はんだんりょく

を培
つちか

い、及
およ

び望
のぞ

ましい食 習 慣
しょくしゅうかん

を養
やしな

うこと。 

３ 学校
がっこう

生活
せいかつ

を豊
ゆたか

かにし、明
あか

るい社交性
しゃこうせい

及
およ

び協同
きょうどう

の精神
せいしん

を養
やしな

うこと。 

４ 食生活
しょくせいかつ

が自然
し ぜ ん

の恩恵
おんけい

の上
うえ

に成
な

り立
た

つものであるということについての理解
り か い

を深
ふか

め、生命
せいめい

及
およ

び自然
し ぜ ん

を尊重
そんちょう

する精神
せいしん

並
なら

びに環境
かんきょう

の保全
ほ ぜ ん

に寄与
き よ

する態度
た い ど

を養
やしな

うこと。 

５ 食生活
しょくせいかつ

が食
しょく

にかかわる人
ひと

びとのさまざまな活動
かつどう

に支
ささ

えられていることについて

の理解
り か い

を深
ふか

め、勤労
きんろう

を重
おも

んずる態度
た い ど

を養
やしな

うこと。 

６ わが国
くに

や各地域
かくちいき

の優
すぐ

れた伝統的
でんとうてき

な食生活
しょくせいかつ

についての理解
り か い

を深
ふか

めること。 

７ 食 料
しょくりょう

の生産
せいさん

、流通
りゅうつう

及
およ

び消費
しょうひ

について、正
ただ

しい理解
り か い

に導
みちび

くこと。 


